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ま え が き

NPO 法人ソフトウェアテスト技術振興協会（以下 ASTER と略す）は、2018

年に「ASTER セミナー標準テキスト」（以下テキストと略す）を PowerPoint 形

式で無償公開しました（http://aster.or.jp/business/seminar_text.html）。

このテキストは、著作権は ASTER がもつものの、営利・非営利、公開・非

公開を問わず、勉強会やセミナーでの使用が目的であれば複製・改変が可能と

なっています。また、テキストのバージョンが V2.1 から V3.1 に上がったとき

に、「JSTQB FL シラバス」（以下シラバスと略す）と章立てが同じになり、こ

れまで以上にテキストとシラバスの対応がわかりやすくなりました。

筆者は ASTER で教育事業を担当している関係で、テキストの作成と改訂を

行いました。また、ASTER が実施しているテストセミナーの講師の一人とい

うこともあって、何度もこのテキストを使ってセミナーを行いました。

ところで、同じテキストを使っても講師によって異なるセミナーになります。

それは、同じ楽譜でも奏者によって異なる演奏になるようなものです。

「『標準』と言うからには PowerPoint のノートのところに『標準的に』説明

すべきことを書いたほうが良いのでは？」というご意見もいただきました。し

かし、PowerPoint のノートに書くと、それを読み上げる人が現れるのではな

いかと心配になり、PowerPoint のノートへ講義内容を記載することは避けた

いと思いました。

しかしながら、ご意見のとおり、セミナーでは、「何を伝えるか」が大切で

す。そこで、PowerPoint のノートではなく、インターネットサービス「note」

に毎週少しずつ自分がセミナーで話していることを書くことを思いつきました。

note ならスペースの制約なしにたくさん書けます。たくさん書けば、講師は

単純にそれを読み上げるわけにはいかなくなります。
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note の連載は 2 年以上続き、100 回を超えました。分量が多く、セミナー講

師に講義する内容を考えてもらうという当初の目的は達成したのですが、テス

トの初級者が参照して学ぶには、note の連載は、あまりにもボリュームがあ

り、要点がぼやけたものとなってしまいました。

そこで、note はそのまま残しておきつつ、note を整理してテスト初級者で

も要点がつかめる書籍をつくることにしました。

note を残す理由は、例えば、「デシジョンテーブル note」など、知りたいこ

とに note を付けて Google などでトピックスを検索することができるからです。

本書の読み方・使い方

本書は、どこから読んでいただいてもかまいません。テキストを使用して、

勉強会を開くときには、その日勉強する範囲について本書を読んで予習してお

くと良いでしょう。また、JSTQB FL の試験対策になるかは微妙ですが、

JSTQB FL シラバスの第 1 章から第 4 章の意図については網羅していると思

いますので、初めから終わりまで通して読むのも良いでしょう。不明な用語や

曖昧に記憶している用語があれば、JSTQB の用語集を参照してください。

　　https://glossary.istqb.org/jp/search

また、用語集として PDF 出力する方法は、以下のサイトにある「用語集サ

イトのユーザーマニュアル」を参照してください。

　　https://jstqb.jp/syllabus.html#glossary_download

本文中にテキストの参照ページを のアイコンとともに表示しましたので

適宜ご活用ください。また、URL のところは QR コードを載せてあります。

本書は、要点を掴んでもらうことが目的ですから、周辺の知識については割

愛しました。広くテストの知識を身に付けたい場合は、本書の後に、note を

読んでみることをお勧めします。note には、本書に収まり切らなかったテス

ト管理の話題や、CFD 法や統計をテーマとした連載もあります。
2022 年 8 月

秋　山　浩　一
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1.4.4　テスト分析

「テスト分析」を「難しいこと」と思っていませんか？　そのようなことは

ありません。上手い下手は別として誰もが行うことです。

（1）テスト分析とは
マイヤーズは、「テストとは、エラーを見つけるつもりでプログラムを実行

する過程である。」と述べました。この文章にある「エラーを見つけるつもり

で」はテストをする上で、一番大切なポイントではないかと筆者は考えていま

す。それは、「何をテストしているのか意識してテストする」ことにつながる

からです。

テスト分析とは「何をテストするのか」を決定するプロセスのことです。テ

スト分析に入力されるもののことを総称して「テストベース」と呼びます。

「要件リスト」や「仕様書」、「詳細設計書」など、テストのもととなるものが

テストベースです。

次に、テスト分析プロセスの出力ですが、JSTQB では「テスト条件」と呼

んでいます。

（2）テスト分析の前に
テスト分析を行う前に、「テストレベルごとに適切なテストベース」が何か

を考える必要があります。図 1.10を使って説明します。色の付いた絵を日科

技連出版社のホームページからダウンロードしてご覧ください。

縦軸は、空の天辺の白色から始まり、水面付近の青色、海の中の藍色と続き、

最下層は海の底の泥の黒色となっています。「白→青→藍→黒」の順です。こ

の色の変化は、「ビジネス（白）→使用者（青）→機能（藍）→部品（黒）」に対応し

ます。つまり、色は「ビジネスの目線で達成すべきこと」、「使用者の目線で実

現すべきこと」、「機能の振る舞い」、「部品の設計仕様」といったテストすると

きに確認する対象を表しています。

p.36
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テストは価値を確認する行為ですからビジネスに対してテストするのであれ

ば、そのテスト対象がどのようにビジネスへ貢献するのかを明らかにする必要

があります。

次に、この絵の横軸です。ビジネスレイヤーの白色には「雲」と「凧」が描

かれています。「雲」は形が定まらないモヤっとしたもののメタファーです。

一方「凧」は輪郭がはっきりし形を変えることがありません。雲は抽象的なビ

ジネス要求、凧は具体的なビジネス要求に対応します。他のレイヤーも同様で

す。表 1.3にまとめてみます。

4 つのレイヤーに対して抽象・具象が一つずつ対応しますので、テスト対象

は雲・凧、波・船、海・魚、泥・貝の 8 つの領域となります。

ところで、「抽象」の列の 4 つはテストベースとして使いにくいものです。

例えば、「いい感じに省力化していること」という抽象的なビジネス要求に対

するテストは現状の何パーセントを省力化すればよいかが曖昧なので、要求を

出した本人しかできないことでしょう。ですから実際には、「具象」列にある

「凧」、「船」、「魚」、「貝」をテストベースとします。つまり、「テストレベルご

注） 　カラーの図は左側の QR コードから閲覧できます。

図 1.10　テスト対象（雲・凧・波・船・海・魚・泥・貝）
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で商品を評価した結果を読むよりも、同じモデルを使用した評価結果を読むほ

うが用語と品質特性の概念が統一されますので、容易に比較できます。そこで、

国際標準をつくろうということになり、ベームの階層型品質モデルなど、複数

のモデルをもとに、ISO/IEC 9126 が 1991 年に発行されました。そして、10

年後の 2001 年に、ISO/IEC 9126-1 として改訂され、さらに 10 年後の 2011 年

に、ISO/IEC 25000 シリーズの 25010 として改訂されました。

（3）「利用時の品質」と「データ品質」
図 2.3は「システム／ソフトウェア製品品質」ですが、これ以外にも、「利

用時の品質」と「データ品質」もモデル化されています。例えば、カーナビの

地図情報（マップデータ）はデータですが、どういう特性を測ればよい地図情報

といえるのか知りたいですよね。

ISO/IEC 25010 ではデータの品質特性として、正確性、完全性、一貫性、信

機能と非機能（品質特性）

57

システム／ソフトウェア製品品質

機能適合性 性能効率性 互換性 使用性 信頼性 セキュリティ 保守性 移植性

•機能完全性
•機能正確性
•機能適切性

•時間効率性
•資源効率性
•容量満足性

•共存性
•相互運用性

•適切度認識性
•習得性
•運用操作性
•ユーザエラー
防止性

•ユーザインタフ
ェース快美性

•アクセシビリティ

•成熟性
•可用性
•障害許容性
（耐故障性）

•回復性

•機密性
•インテグリテ
ィ

•否認防止性
•責任追跡性
•真正性

•モジュール
性

•再利用性
•解析性
•修正性
•試験性

•適応性
•設置性
•置換性

出典： ISO/IEC 25010:2011 Systems and software engineering – Systems and software Quality Requirements and Evaluation (SQuaRE) – System 
and software quality models（JIS X 25010:2013 システム及びソフトウェア製品の品質要求及び評価（SQuaRE)- システム及びソフトウェア品質モデル）

システム／ソフトウェア製品の品質モデル

Copyright Association of Software Test Engineering All rights reserved.  V3.1.1

品質特性）

デル

「利用時の品質」と
「データ品質」の

品質モデルも定義
されている

出典）　「ASTER セミナー標準テキスト」、p.57

図 2.3　システム／ソフトウェア製品の品質モデル
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ぴょう性、最新性、アクセシビリティ、標準適合性、機密性、効率性、精度、

追跡可能性、理解性、可用性、移植性、回復性が列挙されています。

（4）品質特性をテストタイプに置き換える
ここまで品質特性について見てきましたが、テストタイプは、これらの品質

特性の主特性、副特性をテスト対象の言葉に置き換えてつくります。主特性や

副特性をテストタイプ名にしてもかまいませんが、計測方法については、その

まま使うのではなく、必ず「自分のソフトウェアでいうと○○だな」と置き換

えてから、計測方法と目標値を決めます。また、決めた内容に対して、関係者

でレビューし、合意することが大切です。

なぜなら、品質特性の間には、「あちらを立てると、こちらが立たず」とい

うトレードオフの関係になる特性があるからです。例えば、「セキュリティと

いう品質特性を向上するためには、使用性という品質特性を落とさなければな

らない」などです。これらについて、適切なバランスで目標値を決める（トレ

ードオフする）ことが必要なのです。

2.3.3　機能テスト

ここでは、機能テストの 4 つのポイントについて順に説明します。

①　システムが実行する機能を評価する。

このポイントには、「機能＝システムが「何を」すべきか」という補足があ

ります。

JSTQB でいう「機能テスト」の定義をまとめると、「システムが『何を』す

べきかを評価すること」となります。ここで、「何を」という部分は、非機能

テストの定義である「システムが『どのように』振る舞うかを評価すること」

の「どのように」に対応しています。つまり、機能テストは「何をすべきか」

を評価するテストで、非機能テストは「どのように振る舞うか」を評価するテ

ストなのです。

p.58
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